
 

 

 

 

 

提出書類様式 
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説　明　書（　新規　・　変更　）  

 
令和　　　年　　　月　　　日  

 
（発注者）  
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様  
 
 
　　　　　　　　　　　　　　  
　　　　　　　　氏名（法人にあっては商号又は名称及び代表者の氏名）　　　　　　　　　　　　  
 
 
　　　　　　　　郵便番号（　　　－　　　　）電話番号　　　　－　　　　－　　　　　  
 
 
　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
 
 
　建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律第１２条第１項の規定により、対象

建設工事の分別解体等の計画に係る事項について説明します。  
 
 

記  
 

１．工事の名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
 
 

２．工事の場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
 
 

３．説明内容　添付資料のとおり  
 
 

４．添付資料  
①　別表  
②　工程表  

 
課長 課長補佐 係長 担当者
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別　表  

分別解体等の計画書  

 
１． 対象建設工事の種類  
 
　□建築物に係る解体工事  
　□建築物に係る新築工事等（新築・増築・修繕・模様替等）  
　□建築物以外のものに係る解体工事又は新築工事等（土木工事等）  
 
２． 分別解体等の方法  

 
□欄には、該当箇所に「レ」を付すこと。  

 
使用する特定建設資材の

種類

□コンクリート　　　□コンクリート及び鉄から成る建設

資材  
□アスファルト　　　□木材

 

工
程
ご
と
の
作
業
内
容
及
び
解
体
方
法

作業内容 分別解体等の方法

 □手作業  
□手作業・機械作業の併用

 □手作業  
□手作業・機械作業の併用

 □手作業  
□手作業・機械作業の併用

 □手作業  
□手作業・機械作業の併用

 □手作業  
□手作業・機械作業の併用

 □手作業  
□手作業・機械作業の併用

 
工事着手の時期 令和　　　年　　　月　　　日

 

廃
棄
物
発
生
見
込
量

種　類 量の見込み

 
□コンクリート塊

 
□アスファルト塊

 
□建設発生木材

 
□ そ の 他

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 備　考
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記　入　例

別　表  

工 程 表 

 
工事名　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

 
 
 

　　　　　　上段：当初　　下段：変更  

 
工　種 月 月 月 月 月 月 月

 

 

 

 

 

 

 

 

 
工　種 ○月 ○月 ○月 ○月 ○月 ○月 ○月

 
①施工計画

 
②着工前測量

 
③土工

 
④擁壁工

 
⑤排水工

 
⑥舗装工
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再資源化等報告書  

令和　　年　　月　　日  
（発注者）  
　　　　　　　　　　　　　　様  
 
　　　　　氏名（法人にあっては商号又は名称および代表者の氏名）　       　　　　　　  　　　  
　　　　　郵便番号（　　　－　　　　）　電話番号　　　　－　　　－　　　　　  
　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
 
　建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律第１８条第１項の規定により、下記

のとおり、特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了したことを報告します。  
 

記  
 
１． 工事の名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
 
２． 工事の場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
３． 再資源化等が完了した年月日　　　　　令和　　年　　月　　日  
４． 再資源化等をした施設の名称及び所在地  
（書ききれない場合は別紙に記載）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 
５．特定建設資材廃棄物の再資源化等に要した費用　　　　　　　　　　万円（税込

み）  
 
（参考資料を添付する場合の添付資料）  
※ 資源有効利用促進法に定められた一定規模以上の工事の場合など  
□ 再生資源利用実施書（必要事項を記載したもの）  
□ 再生資源利用促進実施書（必要事項を記載したもの）  
 

 
 
 
 

※工事完了後に提出すること  

 特定建設資材廃棄物の種

類
施設の名称 所在地
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工　事　週　報 

 
 工事名　　　　　　　　　　　　　（工期：令和　　年　　月　　日　～　月　　日） 
 

 
課　長

課長  
補佐

係　長 係員 監督員
受  注  者

  
  

現場代理人
　　　　　　　　　

　　　　　　

 

施  
 
 

工  
 
 

概  
 
 

要

先 週 施 工 箇 所（　／　～　／　） 作 業 内 容

 

 
今 週 作 業 予 定 箇 所（　／　～　／　） 作 業 内 容

 

 設

計

数

量

○工  ○工  
△箇所

 
進捗率  
全体

 

 出

来

形

％

○箇所 △箇所 ○月○日  
現在 ％

 ○％ △％ 計画

　　　　　

　％

  
備  
考

安全訓練等の記録（実施日毎の実施内容・時間および週の合計時間等）  
 
 
今月の安全訓練日　　　日　　時間
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工　　事　　打　　合　　簿  

 
 

発議者 □発注者　　□受注者 発議年月日 令和　　年　　月　　日

 
工事名

 
工期 令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日

 
受注者 現場代理人

 協議内容等

 上記事項に対する処理事項等  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　処理月日　令和　　年　　月　　日

 
課　長 課長補佐 係　長 係　員 監督員
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課長 課長補佐 係長 係員 監督員

受 注 者



 参－74 

 
 
 
 
 
 

課長 課長補佐 係長 係員 監督員
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様式　検４号 

受 検 結 果 記 録 簿 

(注 )１：裏面の「受験結果記録簿  記入要領」に従い作成すること。 

(注 )２：課員への供覧は、事務処理が停滞しないよう事務処理終了の供覧にて行うも

のとする。  

 
検 査 番 号 提出日　　令和　　年　　月　　日

 
工 事 名

 
受 注 者

 
検 査 種 類 （一部）完成検査・出来高検査・中間検査

 
検 査 日 令和　　年　　月　　日 検 査 員

 指摘事項 処置報告 確認欄

 (書類検査 )
 □

 □

 □

 □

 □

 □

 □

 □

 □

 (現場検査 )
 □

 □

 □

 □

 □

 □

 （確認日：令和　　　年　　　月　　　日）

 課長 課長補佐 係長 課　員（後閲） 監督員
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【受験結果記録簿  記入要領】  
　　１．受験時の指摘事項について、検査員の指示に従い書類検査と現場検査とに分

けて記載  
すること。  

 
　　２．指摘事項を記載する際は、指摘事項に対する処置対応済のものと今後対応す

るものと  
　　　を分けて記載すること。  

《記載例》  

 
　　３．指摘事項に対する処置報告において、受注者による対応済のものについては

監督員が確  
実に確認を行い、受験結果記録簿の確認欄にチェック（þ）を記入すること。  

《記載例》  

 
　　４．現場検査で軽微な修補等（宮崎市工事検査要綱第 12 条第 1 項に規定される

手直し以外）  
の指摘があった場合は、修補の施工前及び施工後の写真を添付すること。  

 

 
 

 
指摘事項 処置報告

確認

欄

 (書類検査 )
 　１．〇〇〇〇すること。 〇〇を訂正しました。 □

 
　２．△△△△すること。

△△を追加提出しまし

た。
□

 　　　　　　　　　　　　〖 〗一行あける

 　３．■■■■すること。 今後、■■します。 □

 　　 □

 
指摘事項 処置報告

確認

欄

 (書類検査 )
 　１．〇〇〇〇すること。 〇〇を訂正しました。 þ

 
　２．△△△△すること。

△△を追加提出しまし

た。
þ

 　

 　３．■■■■すること。 今後、■■します。 □
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　　　　　　　　　　　　　　　　注　　　入　　　日　　　報　 
令和　　　年　　　月　　　日  
工区名  
工事名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昼勤・夜勤　　　　　　　　天候：　　　　　

気温：　　　℃

課　長 課長補佐 係　長 係　員 監督員

 

  
施工箇所

注
入
孔
№

 
ステップ  
 　数

 
深　度  
（Ｍ）

注　入　量　（ｌ） 注　　入　　状　　況  
備　　考 作業時間

開　始 終　了 記　　　　　事

 種　　　　　別 圧力（kg／ cm２）　　　ｹﾙﾀｲﾑ 
 (分 )  

    
さく孔長  
(Ｍ )

日　計 累　計 記　　　　　事

 
    

   
注 　 入　

管  
設置数 (本 )

日　計 累　計 記　　　　　事

 
  

   
注入完了  
孔数 (本 )

日　計 累　計 記　　　　　事

 
   

   
さ く 孔 機

械  
(セット )

注 入 機
器  
（ セ ッ
ト）

   　記　事　

 

    
品　

名

入荷資材 　  使用資材  
残　資　材

 
日　　　　　計

 日　

計

累　

計

日　

計

累　

計

 
累　　　　　計
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令和
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担 当 工 事 内 容

工 期 工 期 工 期 工 期

担 当 工 事 内 容 元 方 安 全 衛 生 管 理 者

総 括 安 全 衛 生 責 任 者

工 期 工 期 工 期 工 期

工 期 工 期 工 期 工 期

工 期 工 期 工 期 工 期

年 月 日 ～ 年 月 日

担 当 工 事
内 容

年 月 日 ～ 年 月 日

工
事

担 当 工 事
内 容

年 月 日 ～ 年 月 日

会 社 名

年 月 日 ～ 年 月 日

会 社 名

安全衛生責任者

年 月 日 ～ 年 月 日

工
事

担 当 工 事
内 容

年 月 日 ～ 年 月 日

工
事

工
事

担 当 工 事
内 容

年 月 日 ～ 年 月 日

工
事

担 当 工 事
内 容

主 任 技 術 者

工
事

担 当 工 事
内 容

担 当 工 事
内 容

安全衛生責任者

主 任 技 術 者

専 門 技 術 者

工
事

担 当 工 事
内 容

年 月 日 ～ 年 月 日

工
事

担 当 工 事
内 容

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

会 社 名

安全衛生責任者

主 任 技 術 者

専 門 技 術 者

年 月 日 ～ 年 月 日

会 社 名

専 門 技 術 者

会 社 名

安全衛生責任者

主 任 技 術 者

専 門 技 術 者

担 当 工 事
内 容

年 月 日 ～ 年 月 日

担 当 工 事
内 容

年 月 日 ～ 年 月 日

専 門 技 術 者

会 社 名

安全衛生責任者

主 任 技 術 者

安全衛生責任者

主 任 技 術 者

年 月 日 ～ 年 月 日

工
事

会 社 名

安全衛生責任者

専 門 技 術 者

会 社 名

主 任 技 術 者

専 門 技 術 者

工
事

担 当 工 事
内 容

安全衛生責任者 安全衛生責任者

工
事

担 当 工 事
内 容

主 任 技 術 者

専 門 技 術 者

主 任 技 術 者

会 社 名

安全衛生責任者

専 門 技 術 者

専 門 技 術 者

会 社 名

安全衛生責任者

主 任 技 術 者

専 門 技 術 者

会 社 名

安全衛生責任者

専 門 技 術 者

副    会    長

会 社 名

主 任 技 術 者

工
事

工
事

年 月 日 ～ 年 月 日

工
事

担 当 工 事
内 容

主 任 技 術 者

専 門 技 術 者

会 社 名

安全衛生責任者

主 任 技 術 者

会          長

担 当 工 事
内 容

主 任 技 術 者

発 注 者 名

工 事 名 称

元 請 名

監 督 員 名

監 理 技 術 者 名
主 任 技 術 者 名

　自　　　　　　　年　    　　 　　月　　  　  　 　日

　至　　　　　　　年　     　　　　月　　　　 　    日

専 門 技 術 者

会 社 名

専 門 技 術 者 名

専 門 技 術 者 名 年 月 日 ～ 年 月 日

会 社 名

工
事

工
事

担 当 工 事
内 容

専 門 技 術 者

施工体系図（作成例）

安全衛生責任者 安全衛生責任者

主 任 技 術 者

安全衛生責任者

主 任 技 術 者

会 社 名

専 門 技 術 者

工期
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年 月 日

　

　

　

工事業

工事業

大臣　特定

知事　一般

大臣　特定

知事　一般

工 事 名 称
及 び
工 事 内 容

発 注 者 名
及 び
住 所

工 期
自　　　　　　年　　　月　　　日

至　　　　　　年　　　月　　　日
契 約 日 年　　　月　　　日　

建 設 業 の
許 可

許　可　業　種

施工体制台帳（作成例）

［事業所名］

［会社名］

許　可　番　号

　　年　　月　　日

許可（更新）年月日

契 約
営 業 所

区 分

雇用保険

元請契約

下請契約

名　　　　　　　　　称

発 注 者 の
監 督 員 名

権限及び意見
申 出 方 法

監理技術者名
主任技術者名

専 門
技 術 者 名

監 督 員 名
権限及び意見
申 出 方 法

資 格 内 容

専 門
技 術 者 名

現 場
代 理 人 名

権限及び意見
申 出 方 法

資 格 内 容

担 当
工 事 内 容

資 格 内 容

担 当
工 事 内 容

住 所

専　任
非専任

《下請負人に関する事項》

会 社 名 代 表 者 名

許可（更新）年月日

工事業

        第　　　　号

        第　　　　号 　　年　　月　　日

工 事 名 称
及 び
工 事 内 容

工 期
自　　　　　　年　　　月　　　日

至　　　　　　年　　　月　　　日
契 約 日 年　　　月　　　日　

        第　　　　号 　　年　　月　　日
知事　一般

        第　　　　号

建 設 業 の
許 可

施工に必要な許可業種

大臣　特定

大臣　特定

工事業

許　可　番　号

専門技術者名

　　年　　月　　日
知事　一般

厚生年金保険

加入　　未加入
適用除外

区分 営業所の名称

下請契約

健康保険等
の加入状況

元請契約

加入　　未加入
適用除外

健康保険 厚生年金保険 雇用保険
保険加入
の有無 加入　　未加入

適用除外
加入　　未加入

適用除外

住　　　　　　　　　所

健康保険

事業所
整理記号等

資格内容

保険加入
の有無

健康保険等
の加入状況

営業所の名称 雇用保険健康保険 厚生年金保険

厚生年金保険 雇用保険

加入　　未加入
適用除外

加入　　未加入
適用除外

現場代理人名

権限及び
意見申出方法

雇用管理責任者名

外国人建設就労者の
従事の状況(有無)

有　　無
外国人技能実習生の
従事の状況(有無)

有　　無

主任技術者名
専　任
非専任

事業所
整理記号等

健康保険

安全衛生責任者名

安全衛生推進者名

資格内容

担当工事内容

外国人建設就労者の
従事の状況(有無)

有　　無
外国人技能実習生の
従事の状況(有無)

有　　無

※施工体制台帳の添付書類（建設業法施行規則第１４条の２第２項）

・発注者と作成建設業者の請負契約及び作成建設業者と下請負人の下請契約に係る当初契約及び変更契約
の契約書面の写し（公共工事以外の建設工事について締結されるものに係るものは、請負代金の額に係る部
分を除く）
・主任技術者又は監理技術者が主任技術者資格又は監理技術者資格を有する事を証する書面及び当該主任
技術者又は監理技術者が作成建設業者に雇用期間を特に限定することなく雇用されている者であることを証
する書面又はこれらの写し
・専門技術者をおく場合は、その者が主任技術者資格を有することを証する書面及びその者が作成建設業者
に雇用期間を特に限定することなく雇用されている者であることを証する書面又はこれらの写し

一号特定技能外
国人の従事の
状況（有無）

有　無
外国人建設就
労者の従事の
状況（有無）

有　無
外国人技能実
習生の従事の
状況（有無）

有　無

一号特定技能外
国人の従事の
状況（有無）

有　無
外国人建設就
労者の従事の
状況（有無）

有　無
外国人技能実
習生の従事の
状況（有無）

有　無
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令和

令和

令和
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「 公 共 汚 水 マス ・ 取 付 管 」の 説 明 書 
 
１．「公共汚水ます・取付管」とは、台所、風呂場、洗濯及び水洗便所などの、すべての汚水を道路

の下水道本管に流入させるために、下水道本管から分岐した諸施設です。 
下水道本管工事では、予め排水設備（水洗便所等）工事の関係上、この「公共汚水ます・取付管」

の位置を定めておく必要があります。 
 

２．「公共汚水ます・取付管」の数は、1 宅地 1 個を原則とします。 
 
３．この申請で、確認された公共汚水ますに排水設備を接続していただきます。 
 
４．公共汚水ますの位置は、宅地内を原則としますので、宅地内一部を掘削することになりますが、

位置確認については、利害関係者（地主・家主）のある場合は、当該利害関係者の了承を得てお

いてください。もし、利害関係者との間に紛争等が生じた場合は、申請者の責任において解決し

ていただきますので予めご了承ください。 
 
５．設置した施設を個人の都合によりやむをえず移転・改造する場合には市に届け出て承認を受け、

かつ費用を個人で負担していただくことになりますので予めご了承ください。また、土地の所有

権を他に譲渡するときは、譲渡人に対してこの申請内容を継承していただきますお願いします。 
 
６．今回工事が終了し、処理区域になりますと、建物の所有者などは、遅滞なく宅地内のすべての汚

水を下水道本管に流入させるために必要な排水設備を設置しなければなりません。また、汲み取

り便所は、3 年以内に下水道本管に接続した水洗便所に改造しなければなりません。（下水道法

第 11 条の 3） 
 
７．下水道の供用開始後、下水道への接続が可能となった時点で下水道事業受益者負担金または下水

道事業分担金をご負担いただくことになります。 
 
８．宅内の排水設備設置工事が完了し、下水道に接続された後は下水道使用料が発生いたします。 
 
９．この申請書は、配布してから近日中に回収に参りますので、よろしくお願いします。 
 

１０．回収及び施工業者名 
　　　　　　業 者 名：　　　　　　　　　　　　　　電話： 
　　　　　　現場代理人： 
１１．下水道についてのお問い合わせ 
　　・工事箇所に関すること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

下水道整備課　　建設第１係　（直通）℡ 26-7657 
　　　　　　　　　　　　建設第２係　（直通）℡ 26-7662 

・受益者負担金または分担金に関すること 
　下水道整備課　　管　理　係　（直通）℡ 26-7655 

　　・使用料に関すること 
　　　　料金センター　　　　　　　　（直通）℡ 60-6500 
　・宅内排水設備に関すること 
　　　給排水設備課　　排水設備係　（直通）℡ 26-7512 

※夜間休日連絡先 
℡ 24-1212 

１２．公共下水道と排水設備の区分図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　 
 
 
 
 
 
 
　　　　　注１：排水設備工事は、上下水道事業管理者が指定した排水設備等工事指定店でないと施

工できません。 
　　　　　注２：雨どい等の雨水は、下水道本管に流せませんので注意してください。 

公共汚水ます

取付管



参－85 

 

試掘調査の結果を下記のとおり報告します。

試掘Ｎｏ 路線番号 試掘ＭＨ
補助
単独

調査箇所状況 協議の有無 協議事項

1 ○○○○ ０号ＭＨ○○ 補助 支障物無し 有・無

2 ○○○○ １号ＭＨ○○ 単独
支障物水道管（φ75）
有り

有・無
布設位置変更
法線変更を協議します

3 ○○○○ 有・無

4 ○○○○ 有・無

5 ○○○○ 有・無

6 ○○○○ 有・無

7 ○○○○ 有・無

8 ○○○○ 有・無

9 ○○○○ 有・無

10 ○○○○ 有・無

11 ○○○○ 有・無

12 ○○○○ 有・無

13 ○○○○ 有・無

14 ○○○○ 有・無

15 ○○○○ 有・無

工　事　名

工　　　期

請　負　者

試　掘　調　査　報　告　書　　

　　平成　　　年　　　月　　　日　～　平成　　　年　　　月　　　日

                      下水道管布設工事

令和 令和
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令和
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令和　　年　　月　　日 

 

 

　宮崎市上下水道事業管理者 

　上下水道局長　　　　　　　殿 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受注者　　住　所 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　 

 

 

地 下 埋 設 物 破 損 報 告 書 

 

 

今回、下水道工事におきまして、下記のとおり地下埋設物を破損いたしましたので、

報告します。 

 

記 

 

１．日時 

 

 

２．破損物件 

 

 

　　　　３．破損内容（できるだけ詳しく） 

 

 

　　　　４．破損による住民への影響 

 

 

　　　　５．現場の対応及び処理方法 

 

 

　　　　６．今後の地下埋設物破損防止に対する対応方法 

 

 

　　　　７．位置図、写真 

 

 

　　　　８．マスコミ取材の有無
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令和　　年　　月　　日 

 
 
 
　宮崎市上下水道事業管理者 
　上下水道局長　　下水道　太郎　殿 
 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　受 注 者：住 所 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏 名　　　　　　　　　　　　　 
 
 
 
 

事　故　発　生　報　告　書 
 
 
　　下記の工事において、事故が発生したので報告致します。 
 
 

記 
 
　１．工 事 名　： 
 
 
　１．発生日時　：　令和　　年　　月　　日　　　時　　分頃（天候） 
 
 
　１．発生場所　：　宮崎市 
 
 
　１．添付図書　：　案内図　　枚、現場見取図　　枚、事故状況略図　　枚 
 
 

 

  
内容 

  
原因 

（発生前後の状況） 
 

 
（注）１．用紙は、日本工業規格Ａ３とする。 
　　　２．電話連絡による報告はただちに行なう。

  
(発生前後の状況) 

  
（処置状況）

  
（影響）

 報 道 関 係 の 取 材 発 表 等 　 　 　 　 　 　 　 無 　 ・ 　 有

（　　　　　　　　　　　）

  
（今後の処置および対応） 

  
（今後の事故防止に対する対応方法）
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令 和

課長 課長補佐 係長 係員 監督員

令 和 　 年 　 月 　 日 　 ～ 　 令 和 　 年 　 月 　 日
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様式－４

(株)○○建設

年月日：

標記工事について、下記の材料確認を実施願います。

課長 課長補佐 係長 係員 監督員
現　場
代理人

主　任
（監　理）
技術者

確認印

記

材料名 品質規格 単位 搬入数量
確　　認　　欄

備考
確認年月日 確認方法 合格数量

材　料　確　認　書

工事名

課長 課長補佐 係長 係員 監督員
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令和　　年　　月　　日 

 
宮崎市上下水道事業管理者 
　上下水道局長　　下水道　太郎　殿 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受注者　　　住　所 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現場代理人　氏　名　　　　　　　　 
 
 
 

製 品 （ 工 場 ） 検 査 申 請 書 

 

 

  　製品（工場）検査をお願いします。 

 

 

１．契 約 年 月 日　：　令和　　年　　月　　日 

 

 

２．工 事 名　：　 

 

 

３．機材名及び数量　：　 

 

 

４．検 査 要 領　：　別添資料による 

 

 

５．検査希望年月日　：　令和　　年　　月　　日 

 

 

６．検 査 予 定 場 所　：　 

 

 

 
 

（注）１．検査終了後、検査成績表を提出する。 
　　　　　　　　２．用紙は、日本工業規格Ａ４とする。 
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令和　　年　　月　　日 

 
宮崎市上下水道事業管理者 
　上下水道局長　　下水道　太郎　殿 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受注者　　住　所 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現場代理人 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　 
 
 
 

機器設計製作図書の承諾申請書 （第　　回） 

 

 

  　標記について関係図書を添えて申請しますので承諾をお願いします。 

 

 

 

希望承諾年月日　：　令和　　　年　　　月　　　日 

 

 

 

記 

 

 

　　　　１．工 事 名　：　 

 

 

　　　　２．契約年月日　：　令和　　年　　月　　日 

 

 

　　　　３．工　　　期　：　自　令和　　年　　月　　日 

 

　　　　　　　　　　　　　　至　令和　　年　　月　　日 

 

 

 
（注）１．用紙は、日本工業規格Ａ４とする。 
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ゴールデンウィークにおける工事現場の安仝管理について 

 

１． 下水道工事においては道路の中央部を工事することが多く、仮復旧の不十分な場所においては歩行者、自転車

等の転倒事故が起きている。また、近くに面する住民の方から振動や騒音等の苦情を受ける状態にある。よっ

て、盆休みにおいては休みが長期間となる為下記の緊急連絡先一覧を記入の上担当者に提出をお願いする。 

 

２．現場安全管理について 

イ．長期の休みとなる為、施工済の現場においては仮復旧を十分に行ない、舗装の下がり等の段差の防止に務め

ること。 

ロ．推進等の工事においてはなるべく立杭を覆工し、道路の全面通行をするようにすること。この場合段差に気

をつけること。また、やむをえず覆工できない場合は赤色燈、ガードフェンス、規制看板等の安全管理を十　

分行ない事故の起こらぬよう気をつけること。 

ハ．現場パトロールを現場状況に応じて毎日１～３回は行なうこと。 

ニ．緊急時において現場の対応がスムーズに行なえるよう、連絡体制を十分に確認しておくこと。 

ホ．現場において復旧がスムーズに行なえるよう、レミファルト、クラッシャーラン等の材料は現場または土場

に確保しておくこと。 

へ．現場においては道路に材料等がないようにすること。重機も含む。また、側溝等の詰まりがあれば清掃して

おくこと。 

 

切 り 取 り 線 

 

※提出期限　　４月　　　日まで　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　位置図添付のこと。Ａ４版 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　未施工場所：　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施工済箇所：　　　　　 

  

ゴールデンウィークにおける緊急時連絡先一覧 

　　現　場　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　会　社　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

　　現場の安全管理（パトロール体制及び復旧材料の数量含む） 

　　現場状況：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

　　パトロール　　回／日　（時刻　　　　　　　　　）　レミファルト　　　袋　クラッシャーラン　　　m3 

 

 25 日 26日 27日 28日 29日 30日 31日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日

 

 　　　連　　絡　　先　　　 昼 間 電 話 番 号 夜 間 電 話 番 号　 備　　　考

 現場代理人
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盆休みにおける工事現場の安仝管理について 

 

１．下水道工事においては道路の中央部を工事することが多く、仮復旧の不十分な場所においては歩行者、自転車

等の転倒事故が起きている。また、近くに面する住民の方からの振動や騒音等の苦情を受ける状態にある。よ

って、盆休みにおいては休みが長期間となる為下記の緊急連絡先一覧を記入の上担当者に提出をお願いする。 

 

２．現場安全管理について 

イ．長期の休みとなる為、施工済の現場においては仮復旧を十分に行ない、舗装の下がり等の段差の防止に務め

ること。 

ロ．推進等の工事においてはなるべく立杭を覆工し、道路の全面通行をするようにすること。この場合段差に気

をつけること。また、やむをえず覆工できない場合は赤色燈、ガードフェンス、規制看板等の安全管理を十

分行ない事故のおこらぬよう気をつけること。 

ハ．現場パトロールを現場状況に応じて毎日１～３回は行なうこと。 

ニ．緊急時において現場の対応がスムーズに行なえるよう、連絡体制を十分に確認しておくこと。 

ホ．現場において復旧がスムーズに行なえるよう、レミファルト、クラッシャーラン等の材料は現場または土場

に確保しておくこと。 

へ．現場においては道路に材料等がないようにすること。重機も含む。また、側溝等のつまりがあれば清掃して

おくこと。 

 

切 り 取 り 線 

 

※提出期限　　８月　　　日まで　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　位置図添付のこと。Ａ４版 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　未施工場所：　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施工済箇所：　　　　　 

  

盆休みにおける緊急時連絡先一覧 

　　現　場　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　会　社　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

　　現場の安全管理（パトロール体制及び復旧材料の数量含む） 

　　現場状況：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

　　パトロール　　回／日　（時刻　　　　　　　　　）　レミファルト　　　袋　クラッシャーラン　　　m3 

 

 ９日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 日 　日 　日

 

 　　　連　　絡　　先　　　 昼 間 電 話 番 号 夜 間 電 話 番 号　 備　　　考

 現場代理人
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年末年始における工事現場の安仝管理について 

 

１．下水道工事においては道路の中央部を工事することが多く、仮復旧の不十分な場所においては歩行者、自転車

等の転倒事故が起きている。また、近くに面する住民の方からの振動や騒音等の苦情を受ける状態にある。よ

って、年末年始においては休みが長期間となる為下記の緊急連絡先一覧を記入の上担当者に提出をお願いする。 

 

２．現場安全管理について 

イ．長期の休みとなる為、施工済の現場においては仮復旧を十分に行ない、舗装の下がり等の段差の防止に務め

ること。 

ロ．進等の工事においてはなるべく立杭を覆工し、道路の全面通行をするようにすること。この場合段差に気を

つけること。また、やむをえず覆工できない場合は赤色燈、ガードフェンス、規制看板等の安全管理を十分

行ない事故のおこらぬよう気をつけること。 

ハ．現場パトロールを現場状況に応じて毎日１～３回は行なうこと。 

ニ．緊急時において現場の対応がスムーズに行なえるよう、連絡体制を十分に確認しておくこと。 

ホ．現場において復旧がスムーズに行なえるよう、レミファルト、クラッシャーラン等の材料は現場または土場

に確保しておくこと。 

へ．現場においては道路に材料等がないようにすること。重機も含む。また、側溝等のつまりがあれば清掃して

おくこと。 

 

切 り 取 り 線 

 

※提出期限　　１２月　　　日まで　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　位置図添付のこと。Ａ４版 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　未施工場所： 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施工済箇所： 

 

年末年始における緊急時連絡先一覧 

　　現　場　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　会　社　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

　　現場の安全管理（パトロール体制及び復旧材料の数量含む） 

　　現場状況：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

　　パトロール　　回／日　（時刻　　　　　　　　　）　レミファルト　　　袋　クラッシャーラン　　　m3 

 

 25 日 26日 27日 28日 29日 30日 31日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日

 

 　　　連　　絡　　先　　　 昼 間 電 話 番 号 夜 間 電 話 番 号　 備　　　考

 現場代理人
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工事名称

工事場所

作成日

１．工事概要

(1)発注者

(2)担当者

(3)受注者

(4)工期

(5)石綿管処理業者

(6)石綿作業主任者 終了証番号（コピー添付）

(7)特別教育修了者名 管 理 番 号（コピー添付）

２．工事内容（該当するものにチエック）

石綿管の除去 □切断 □継手取外し □解体

作業人数                人

発生量               φ               ｍｍ  m3 ㎏

一時保管 □有 □無

３．作業の撤去方法・順序

４．撤去作業（使用、実施するものにチエック）

①使用する工具・機械

□バール  □ハンドカッター  □散水用具  

□ヒッパラ－  □その他（                              ）  

②使用する保護具

□防塵マスク  □手袋  □その他（                     ）  

③隔離・立入禁止措置

□ジャストガード  □カラーコーン  □コーンバー  

□ブルーシート  □その他（                       ）  

④粉塵の飛散防止、抑制方法

□散水による湿潤化  □その他（                       ）  

⑤看板・掲示板（平面図に設置箇所を表示すること）

□石綿取扱い注意標識  □石綿作業主任者氏名職務表示  

□工事関係者以外立入禁止表示  □一時保管場所の表示  

□その他（                       ）  

⑥更衣・洗身設備等

□うがい設備  □手洗い設備  □その他（                     ）  

作業レベル        □１       □ ２       □ ３

             年        月        日

石 綿 セ メ ン ト管 解 体 作 業 計 画 書 安全衛生
責任者

作成責任者
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５．工程表(該当作業フロー項目期間を⇔で記入）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

６．安全衛生管理体制 委託・施工業者

アスベスト処理業者 産業廃棄物処理（収集運搬） 産業廃棄物処理（最終処分）

７．施工場所平面図(看板・掲示板等表示）

８．その他提出書類
① 位置図 ⑤ マニフェスト

② 廃棄物処理委託契約書 ⑥ 施工写真

③ 産業廃棄物処分業許可証 ⑦ 処分場位置図

④ 産業廃棄物運搬業許可証

準備工事

作業場所の隔離

清掃・後片付け

月         日  付

作業フロー

作業フロー項目

事前準備

撤去作業

搬出作業

一時集積

搬出作業

安全衛生責任者

安全衛生管理者

現場担当者

運搬業者名安全衛生責任者

石綿作業主任者

保護具等管理責任者 号

産業廃棄物許可番号

事業場名
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石綿障害予防規則に基づき、

当現場では適切な石綿のばく露防止対策及び石綿粉じんの飛散防止対策を行っております。

平成      年     月      日   ～

石綿のばく露防止措置及び

石綿紛じんの飛散防止措置の概要 平成      年     月      日

（例）

・湿潤措置

・保護具の使用

・立入禁止措置

施工事業社名：

  石綿に係る特別の教育を受講した者が作業を行っています。

〇〇〇〇〇   （  〇〇〇号  ） 現場責任者氏名：

  受講した特別の教育  ：  〇〇〇〇〇の実施した講習 

（平成       年       月       日 受講 ）

この現場では〇〇〇〇〇を石綿作業主任者に選任しています。

作業期間

石綿セメント管の撤去等の作業に関するお知らせ

     平成       年       月        日   （表示日）

石綿のばく露防止対策及び
石綿紛じんの飛散防止対策の内容

 
 

令和　　 年　 　月　 　日　　　（標示日）

（ 令和　　 年　 　月　 　日受講 ）

令和　　 年　 　月　 　日　　　～

令和　　 年　 　月　 　日


